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『平家物語評判秘伝抄』

　
　
　

�［
要
旨
］
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
、
大
坂
夏
の
陣
が
終
息
し
徳
川
家
康
が
天
下
平
定
を
成

し
遂
げ
た
。
同
時
に
「
禁
中
并
公
家
諸
法
度
」
が
公
布
さ
れ
、
諸
大
名
に
向
け
て
は
「
元

和
令
」
が
発
布
さ
れ
た
。
三
代
将
軍
・
家
光
の
と
き
、「
武
家
諸
法
度
」
は
十
九
条
に
及
び
、

こ
れ
以
降
、
将
軍
に
よ
っ
て
改
定
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　

�　

様
々
な
法
度
の
規
制
の
な
か
で
政
権
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
為
政
者
が
次
に
目
指
し
た

も
の
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
心
身
の
均
衡
、
則
ち
、
心
と
身
体
が
と
も
に
健
康
で
な

け
れ
ば
国
を
統
治
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。

　
　
　

�　
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
慶
安
三
〈
一
六
五
〇
〉
刊
、
以
下
『
平
家
評
判
と
略
す
）

の
中
に
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』（
以
下
『
素
問
』）、
書
名
を
あ
げ
て
い
な
い
『
啓
迪
集
』（
慶

安
二
刊
）
の
一
部
が
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
自
然
の
摂
理
が
何
ら
か
の
理
由
で
傷や

ぶ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
臓
器
に
影
響
し
、
ひ
い
て
は
心
の
動
き
に
も
変
化
を
来
す
現
象
を

七
情
に
結
び
つ
け
、
天
下
国
家
を
持た

も

つ
方
策
に
、
そ
し
て
軍
略
に
置
き
換
え
、
引
用
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　

�　
『
平
家
物
語
』
を
典
拠
と
し
な
が
ら
何
故
、
養
生
術
や
医
学
書
の
記
述
を
挿
入
し
た
の
か
。

部
分
的
に
出
現
す
る
養
生
術
や
医
学
書
を
取
り
込
ん
だ
「
評
」
は
『
平
家
物
語
』
と
は
連

関
し
な
い
〈
異
物
〉
で
あ
る
。
そ
の
〈
異
物
〉
こ
そ
が
『
平
家
評
判
』
の
な
か
で
説
明
で

き
な
い
「
評
」
と
な
っ
て
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
そ
の
説
明
で
き
な
い
〈
異
物
〉

に
つ
い
て
解
明
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
全
編
を
通
し
て
「
評
」
の
な
か
に
〈
異
物
〉

が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、巻
一「
禿
童
」、巻
三「
許
文
」、「
飇
」

に
出
現
す
る
異
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』

　
　
　
　
　
―
―
養
生
の
道
―
―

阿
　
部
　
美
　
知
　
代

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
医
学
記
事
の
異
物
・
泰
平
・
疑
心
欲
心
・
養
生
・
礼

　
　
　

は
じ
め
に

　

曲
直
瀬
玄
朔
が
著
し
た
『
医
学
天
正
記
』（
慶
長
十
二
〈
一
六
〇
七
〉
刊
）
に
は
、

時
の
帝
、
正
親
町
天
皇
、
後
陽
成
天
皇
を
は
じ
め
、
信
長
、
秀
吉
、
秀
次
、
秀
頼
、

家
康
、
秀
忠
な
ど
権
力
者
の
診
療
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
診
療
記
録

は
一
般
庶
民
、
婢
女
、
下
男
に
ま
で
及
ん
で
い
る（

１
）。

貴
賤
に
関
わ
ら
ず
病
か
ら
は
遁

れ
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
っ
た
。

　
『
徳
川
実
紀
』
慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年
十
一
月
十
五
日
条
に
「
大
御
所
寸
白

の
御
な
や
み
有
て
御
鷹
狩
や
む
（
駿
府
記
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る（

２
）。

徳
川
家
康
が
寸
白
の
た
め
に
鷹
狩
り
が
中
止
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

　

更
に
時
代
を
遡
っ
て
仁
安
三
（
一
一
六
八
）
年
十
一
月
（
史
実
は
仁
安
三
年
二
月

『
玉
葉
』）、こ
の
寸
白
に
よ
っ
て
命
を
失
い
か
け
た
人
物
が
い
た
。平
清
盛
で
あ
る（
傍
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線
筆
者
）。

　
『
平
家
物
語
』
は
清
盛
の
病
名
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
平
家
評
判
』
作
者
（
以

下
、
評
判
作
者
と
略
す
）
は
清
盛
の
病
を
七
情
の
乱
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
説
明
し

て
い
る
。〈
疑
心
欲
心
〉
と
い
う
心
の
あ
り
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず

は
一
つ
め
の
異
物
で
あ
る
「
禿
童
」
章
段
の
〈
評
〉
に
表
れ
る
養
生
術
を
み
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

　
　
　

１
、「
禿
童
」
―
清
盛
の
病
―

　

清
盛
は
病
に
お
か
さ
れ
、
命
な
が
ら
え
生
き
延
び
る
た
め
に
五
十
一
歳
で
出
家
し

た
。『
平
家
物
語（

３
）』

は
「
其
の
故
に
や
宿
病
た
ち
ど
こ
ろ
に
癒
え

て
天
命
を
全
う
す
」
と
記
す
。
そ
れ
に
対
し
て
『
平
家
評
判
』
の
〈
評
〉
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

評
曰
、
そ
れ
人
の
命
は
、
元
来
老
少
不
定
の
も
の
也
。
…
（
略
）
…

　
　

�

出
家
し
て
命
な
が
き
物
な
ら
ば
、
仏
な
ど
千
万
第
を
も
た
も
ち
給
は
ざ
る
や
。

…
（
略
）
…
誠ま

こ
とに

か
ほ
ど
に
寿い

の
ちお

し
く
は
、
第た

い

一
に
我わ

が

心
を
平

た
い
ら
かに

し
て
七
情し

や
うを

し
づ
か
に
し
、
其
気
を
養

や
し
な
ひ

給
ひ
、
第
二
に
は
食

し
よ
く

事
を
つ
ゝ
し
み
給
は
ゝ
、
い

か
な
る
不じ死
の
薬く

す
りよ

り
其
益え

き

有
べ
し
。
素
問
曰
、
恬て

ん
た
ん
き
よ
ぶ
し
ん
き

澹
虚
無
真
氣
是
に
從し

た
がひ

精せ
い
し
ん神

内
に
守ま

も

ら
ば
病

や
ま
ひ

安あ
ん
ぞ

從
し
た
か
ひ

來
ら
ん
と
云
り
。
譬

た
と
ひ

又
病や

ま
いに

を
か
さ
れ
、
死し

の

近ち
か

き
事
を
観か

ん

じ
て
、
後
生
菩
提
の
為
に
出
家
す
と
云
と
も
、
天
下
の
武
将
た
る

身
と
し
て
は
、
然
べ
か
ら
ざ
る
事
也
。
…
（
略
）
…   （
三
六
・
ウ
～
三
七
・
オ
）

　
　

�

醫
道
に
は
、
七
情
に
よ
つ
て
病や

ま
いを

生
ず
と
云
り
。
怒

い
か
る

時
は
肝か

ん

を
傷

そ
こ
な
ひ、

思
時
は
脾ひ

を
傷
、
恐

お
そ
る
ゝ

時
は
腎じ

ん

を
傷や

ふ
り、

悦
よ
ろ
こ
ぶ

時
は
肺は

い

を
や
ぶ
る
。
其
七
情じ

や
うし

づ
か
な
ら
ず
、

其
思
ふ
事
過す

ぐ

る
時
は
、
必
重ぢ

や
う
び
や
う

病
を
生
じ
て
、
其
身
を
苦

く
る
し
む。

一
心
み
た
る
ゝ
時
は
、

仏
法
も
儒じ

ゆ

道
も
人
間け

ん

も
畜ち

く

生
も
、
其
身
を
害が

い

す
る
事
、
た
ゞ
是こ

の

一
也
。

（
三
六
・
ウ
～
三
八
・
オ
）

　
　

�

上
記
は
『
黄
帝
内
経
素
問（

４
）』（

以
下
、『
素
問
』
と
略
す
）「
上
古
天
眞
論
篇
」

で
説
く
養
生
術
で
あ
る
（
図
１
）。

　
「
上
古
天
眞
論
篇
」
は
「
古
の
人
は
百
歳
を
越
え
て
も
起
居
動
作
が
衰
え
な
か
っ

た
と
い
う
の
に
、
今
の
世
の
人
は
五
十
歳
に
も
な
ら
ぬ
う
ち
に
動
作
が
衰
え
る
の
は

な
ぜ
か
」
と
黄
帝
が
岐
伯
に
問
い
か
け
を
す
る
。

　

評
判
作
者
は
養
生
術
を
説
く
に
あ
た
り
、
半
百
（
五
十
歳
）
を
過
ぎ
た
老
人
の
モ

デ
ル
と
し
て
清
盛
を
捉
え
、「
恬
澹
虚
無
真
氣
」「
精
神
内
に
守
ら
ば
病

や
ま
ひ

安あ
ん
ぞ

從
し
た
か
ひ

來

ら
ん
」「
七
情
」
に
反
す
る
が
故
に
清
盛
が
病
に
冒
さ
れ
た
、
と
い
う
病
因
を
導
き

出
す
構
成
を
と
る
。

　

抑
も
、
清
盛
は
な
ん
の
病
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
病
状
に
つ
い
て
『
玉
葉（

５
）』

仁
安
三

年
二
月
九
日
条
に
（
傍
線
、
訳
文
筆
者
、
こ
れ
以
降
同
）、

　
　

�

自
二
去
二
日
一
前
大
相
國
惱
二
寸
白
一
云
云
、
一
昨
頗
以
減
氣
、
自
二
昨
日
一　

又

增
氣
云
々
、
事
外
六
借

　
　

�（
去
る
二
日
よ
り
前
大
相
国
寸
白
に
悩
む
云
々
、
一
昨
以
て
頗
る
減
気
、
昨
日

よ
り
又
、
気
増
す
云
々
、
事
の
外
む
ず
か
し
）

　
　

�〔
去
る
二
日
か
ら
前
大
相
国
（
清
盛
）
が
寸
白
に
悩
ん
で
い
る
と
の
こ
と
、
一

昨
日
は
か
な
り
（
容
態
）
が
悪
か
っ
た
。
昨
日
か
ら
更
に
悪
く
な
り
、
と
て
も

難
し
い
（
状
態
）
ら
し
い
。〕   　

と
『
玉
葉
』
は
記
し
て
い
る
。
傍
線
部
「
寸
白
」
は
『
医
心
方（

６
）』

に
、
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�

病
原
論
云
、
寸
白
者
九
虫
之
一
虫
是
也
。
長
一
寸
而
色
白
形
小
褊ナ

ル

曰
府
臓
虚
弱

而
能
發
動
…
（
略
）
…

　
　
（�

病
原
論
に
云
う
、
寸
白
は
九
虫
の
一
虫
是
也
。
長
さ
一
寸
に
し
て
色
、
白
く
、

形
は
小
な
る
（
褊
）。
曰
く
、
府
臓
虚
弱
に
し
て
能
く
発
動
す
）

　
　
〔�

病
原
論
に
云
う
。
寸
白
は
九
虫
の
内
の
一
虫
で
あ
る
。
長
さ
は
一
寸
（
３
・

03
㎝
）
で
色
は
白
、形
は
小
さ
い
。
よ
く
動
き
回
っ
て
臓
腑
を
虚
弱
に
す
る
。〕

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ど
う
や
ら
清
盛
は
食
物
か
ら
寄
生
虫
が
お
腹
の
中
に
入
り
込

ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
十
歳
を
過
ぎ
た
清
盛
に
と
っ
て
「
所
惱
重
」「
所
勞
」

（『
玉
葉
』
二
月
十
一
日
条
）
と
い
う
文
字
が
示
す
よ
う
に
体
力
が
か
な
り
奪
わ
れ
た

こ
と
は
推
測
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
玉
葉
』
に
記
載
が
あ
る
「
減
氣
」「
増
氣
」
の
「
氣
」
と
は
何
か
。

坂
出
祥
伸（

７
）氏

は
「
気
」
に
つ
い
て
、

　
　

�

中
国
で
は
古
く
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
医
術
も
養
生
術
も
と
も
に
共
通
の

生
命
観
な
い
し
は
身
体
感
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
は
、

「
気
」
の
観
念
で
あ
り
、「
気
」
の
調
和
し
た
状
態
を
健
康
な
身
体
（
精
神
も
含

め
て
）
と
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
こ
の
「
気
」
が
身
体
を
た
え

ず
流
れ
て
お
り
、
循
環
し
て
お
り
、
そ
の
回
路
と
し
て
「
経
絡
」
と
い
う
観
念

と
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
「
経
穴
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
第

三
に
は
、
肺
・
肝
・
心
・
腎
・
脾
の
五
臓
の
「
気
」
と
そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
る

の
が
経
絡
で
あ
り
、し
か
も
五
臓
の
気
の
過
不
足
が
情
動
（
喜
怒
憂
思
悲
恐
驚
）

を
生
ず
る
と
す
る
病
因
論
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
。
坂
出
氏
の
論
を
参
考
に
『
平
家
評
判
』
の
〈
評
〉
を
つ
き
あ
わ
せ
る

と
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

『
平
家
物
語
』「
禿
童
」
の
章
段
を
縦
糸
に
、
横
糸
に
は
清
盛
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
の

欲
心
が
も
た
ら
す
心
の
不
調
和
が
「
気
」
の
循
環
と
七
情
を
乱
し
、
そ
の
隙
間
か
ら

病
原
菌
が
侵
入
し
、
結
果
と
し
て
病
を
患
う
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
病
因
論
を
織
り

込
ん
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

但
し
、
評
判
作
者
が
本
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
心
（
こ
こ
ろ
）
の
作
用
に
重
点
を
お

い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
評
判
作
者
が
説
く
〈
疑
心
欲
心
〉
に
つ
い
て
の
説

明
は
以
下
で
あ
る
。

　
　

�

惣
じ
て
疑

う
た
が
ひの

心
と
云
も
の
は
、
己を

の
れが

身
に
悪
き
こ
と
有
て
、
世
上
に
是
を
か
く

し
を
く
と
お
も
ふ
が
故
に
、
若も

し
は
や早

知
人
有
り
と
思
ひ
て
、
計は

か
らざ

る
疑

う
た
が
ひを

生
じ
て
、

科と
が

な
き
者
を
も
害が

い

す
る
事
有
べ
し
。
古
人
曰
、
疑ぎ

心
欲よ

く

心
は
大
乱
の
基も

と

と
云
り
。

我
身
に
悪
き
事
な
き
時
は
、
縦

た
と
ひ

人
是
を
誹

そ
し
る

事
有
と
も
、
更
に
憚

は
ば
か
る

事
有
べ
か
ら
ず
。

下
を
疑

う
た
が
ふこ

こ
ろ
の
起お

こ

る
事
は
、
皆み

な

上か
み

の
僻ひ

が

あ
る
が
故
也
。

 （
四
一
・
ウ
～
四
二
・
オ
）

　

こ
の
短
文
の
な
か
に〈
疑
〉の
文
字
の
多
さ
に
目
が
引
か
れ
る
。
そ
の
直
後
に「
人

間
の
交

ま
じ
は
りに

そ
く
ば
く
の
あ
や
ま
ち
多
き
物
也
。
ひ
と
と
し
て
能
ゝ
此
道
を
極
べ
し
」

と
話
し
の
展
開
が
、「
禿
童
」
に
な
ぞ
ら
え
た
評
判
作
者
の
時
代
の
「
横
目
」
へ
と

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
（
傍
線
波
線
、
記
号
筆
者
に
よ
る
、
こ
れ
以
降
同
）。

　
　

�

小
人
は
身
の
為
に
疑
、
君
子
は
人
の
為
に
疑

う
た
が
ふ。

①
さ
れ
ば
此
疑
の
一
ツ
に
よ
つ

て
、
人
間
の
交

ま
じ
は
りに

そ
く
ば
く
の
あ
や
ま
ち
多
き
物
也
。
ひ
と
と
し
て
能よ

く

ゝ
此
道

を
極き

は
むべ

し
。       



4

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 24 号

　
　

�

惣
じ
て
上
古
の
横よ

こ

目
の
心
は
、明
暮
世
の
為
を
聞
出
見
出
さ
ん
と
欲ほ

つ

す
。…（
略
）

…
故
に
上
古
の
聖
人
は
、
天
下
の
目
を
も
つ
て
我
目
と
な
し
、
天
下
の
耳
を
も

つ
て
我
耳
と
な
し
、
続

と
こ
し
な
へに

我
身
を
糺た

ゞ

さ
ん
と
ほ
つ
す
。
愚
将
は
我
身
を
糺た

ゞ

さ

ず
し
て
下
を
糺た

ゞ

さ
ん
と
す
。
他
人
の
非
を
の
み
糺た

ゞ

し
て
、
自じ

心
の
非ひ

を
糺た

ゞ
さざ

る

時
は
、
吾わ

が

非ひ

弥い
よ
〳
〵あ

や
ま
ち
と
成
べ
し
。
…
（
略
）
…

　
　

�

君
子
、
他
人
の
非
を
見
て
は
、
我わ

が

非
を
改

あ
ら
た
め

給
ふ
と
見
え
た
り
。
②
聖し

や
う
と
く德

太
子し

の

憲け
ん
ほ
う法

之
第だ

い

十
曰
。
怒
を
断た

ち

、
怒い

か
りを

す
て
ゝ
、
人
の
違た

が
ふを

怒い
か
らざ

れ
。
人
み
な
心
有
。

心
各を

の
〳
〵こ

と
な
る
有
。
…
（
略
）
…
③
是
非ひ

の
理

こ
と
は
りは

た
れ
か
は
よ
く
是
を
分わ

か

ち

定さ
だ
めん

と
云
り
。
故
に
④
末
代
に
至
て
、
天
下
國
家
を
持

た
も
ち

給
は
ん
人
、
此
一
事
に

心
を
め
ぐ
ら
し
給
へ
。
⑤
若
世
に
事
を
巧

た
く
む

者
有
時
に
は
、
必
此
横
目
と
云
に
先

大
事
有
者
也
。
良

り
や
う

将
は
様
ゝ
の
策

は
か
り
こ
とを

め
ぐ
ら
し
、
彼か

の

横
目
に
是
を
聞き

か

し
め
て
、

其
横よ

こ

目
の
耳み

み

と
目
を
く
ら
ま
す
時
は
、
そ
の
君
の
耳
目
を
暗

く
ら
ま
す

事
安
し
。
故
に

忠
臣
賢
臣
の
間
を
妨

さ
ま
た
げ、

又
科と

が

な
き
人
を
害が

い

せ
し
め
て　

禍
わ
ざ
わ
ひの

便た
よ
りと

な
す
も
の
也
。

（
四
二
オ
・
～
四
五
・
オ
）

　
　

�［（
心
の
内
に
あ
る
）
怒
り
を
絶
ち
、（
表
面
に
あ
ら
わ
れ
る
）
怒
り
を
す
て
、

人
と
考
え
方
の
相
違
に
怒
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
に
は
み
な
心
（
考
え
方
）
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
考
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
相
手
が
道
理
を
言
え
ば
、

自
分
に
は
別
の
道
理
が
あ
る
。
自
分
に
道
理
が
あ
る
と
き
は
相
手
に
別
の
道
理

が
あ
る
。
自
分
は
必
ず
し
も
聖
人
で
は
な
い
し
、
す
べ
て
の
人
が
愚
人
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。
人
は
皆
、
同
じ
よ
う
に
凡
夫
人
な
の
だ
。
是
が
よ
い
、
悪
い

は
誰
が
定
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
故
に
末
代
に
至
っ
て
天
下
国
家
を
存
続
な

さ
ろ
う
と
す
る
人
は
よ
く
お
考
え
な
さ
い
。

　
　

�

も
し
、
世
の
中
に
謀
叛
を
企
む
者
が
あ
る
と
き
に
は
、
必
ず
横
目
（
の
存
在
）

が
大
事
で
あ
る
。
良
将
は
（
横
目
の
利
用
方
法
）
を
様
々
な
策
を
も
っ
て
考
え
、

敵
の
忠
臣
賢
臣
の
偽
り
の
裏
切
り
情
報
を
横
目
に
流
す
。（
横
目
の
君
主
は
）

偽
り
の
情
報
に
疑
心
を
抱
き
、
忠
臣
賢
臣
を
無
実
の
罪
で
殺
害
し
て
し
ま
う
、

（
そ
う
な
る
と
）
臣
下
は
君
主
に
不
信
を
抱
く
、
結
果
と
し
て
、
敵
は
勢
力
を

失
い
、
味
方
は
労
せ
ず
し
て
攻
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。］

　

傍
線
部
①
「
人
間
の
交

ま
じ
わ
り」

と
は
何
か
。
人
間
の
文
字
の
上
に
「
上
下
」
を
加
え
れ

ば
、
上
下
の
交
わ
り
則
ち
上
下
の
〈
礼
〉
で
あ
る
。
前
半
部
を
要
約
す
る
と
、
心
が

狭
い
人
は
わ
が
身
に
と
っ
て
の
不
利
益
だ
け
を
考
え
る
、
君
子
は
人
民
の
利
益
に
な

る
こ
と
を
考
え
て
疑
う
（
自
ら
の
言
動
、
行
動
が
正
し
い
か
心
に
問
い
直
す
）
も
の

だ
。
君
子
と
下
の
間
に
は
必
ず
〈
礼
〉
が
あ
り
、（
職
分
に
）
大
き
な
差
が
あ
る
、

君
子
が
人
民
の
た
め
に
採
用
す
る
横
目
は
善
で
あ
る
、
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

　

江
戸
前
期
に
お
い
て
、
横
目
は
抑
も
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
本
佐
録（

８
）』（

著
者
未
詳
、
江
戸
前
期
か
）
に
、

　
　

�

国
々
へ
横
目
を
遣
し
、
天
下
乱
た
る
時
謀
反
す
べ
き
者
か
、
忠
を
す
べ
き
者
か
、

此
振ふ

り

を
種
々
に
あ
い
し
ら
い
、
又
手
を
ま
わ
し
て
、
尋
知
る
こ
と
肝
要
な
り
。

国
主
の
国
を
預
る
事
は
、
天
子
の
天
道
よ
り
天
下
を
預
り
た
る
と
同
じ
。
是
又

万
民
安
穏
に
し
て
、
天
下
の
為
に
忠
を
思
ふ
べ
し
。
其
国
の
治
り
た
る
を
知
る

は
、
先
百
姓
の
有あ

り
つ
き
よ
く

付
能
、
家い

え
い
よ
く

居
能
し
、
次
に
国
王
驕
ら
ず
し
て
、
公
儀
を
恐
れ
、

臣
下
は
二
心
な
く
、
国
主
に
忠
を
思
ひ
、
国
中
の
人
民
、
子
は
親
に
孝
を
尽
し
、

夫
婦
・
兄
弟
和
合
し
て
、
邪

よ
こ
し
ま
な
る成

政
な
く
ば
、
国
主
正
し
く
し
て
、
下
万
民
治

た
る
と
し
る
べ
し
。
…
（
略
）
…

と
記
し
て
い
る
。
評
判
作
者
が
い
う
よ
う
に
「
我
身
に
悪
き
事
な
き
時
は
、
縦

た
と
ひ

人
是

を
誹

そ
し
る

事
有
と
も
、
更
に
憚

は
ば
か
る

事
有
べ
か
ら
ず
」
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
大
名
家
に
と
っ

て
横
目
は
相
当
の
脅
威
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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杣
田
善
雄
氏
は
三
代
将
軍
・
家
光
は
外
様
大
名
を
遠
隔
地
に
転
封
し
、
改
易
・
減

封
を
行
い
、
幕
府
権
力
の
絶
対
優
位
を
確
立
し
た
人
物
と
し
て
い
る
。
表
面
上
は
泰

平
の
世
を
迎
え
て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
寛
永
・
正
保
時
代
は
相
次
ぐ
飢
饉
に
農
民

は
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
更
に
大
名
の
改
易
は
大
量
の
浪
人
が
生
じ
て
社
会
不
安
を
も

招
い
て
い
た（

９
）。

　

そ
の
社
会
不
安
は
『
平
家
評
判
』
が
刊
行
さ
れ
た
翌
年
、
慶
安
四
年
に
未
遂
に
終

わ
っ
た
由
井
正
雪
に
よ
る
慶
安
の
変
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
改
易
に
果
た
し
た

横
目
の
役
割
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、『
大
名
廃
絶
録（

（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
家
光
の
時
代
に
最
も
改
易
が
多
か
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

　

他
方
、
庶
民
目
線
か
ら
見
た
横
目
に
つ
い
て
『
翁
問
答（

（1
（

』
は
、

　
　

�

體
充
曰
、
よ
こ
め
と
い
ふ
者
、
今い

ま
ど
き時

の
は
や
り
物
に
て
候
。
無
く
て
叶か

な

わ
ぬ
者

に
て
候
や
。

　
　

�

師
翁
曰
、
よ
く
治を

さ
まり

た
る
代よ

に
は
、
さ
の
み
要い

ら
ざ
る
も
の
な
り
。
風ふ

う
ぞ
く俗

あ
し

く
人
の
心
み
だ
れ
た
る
代よ

に
は
有あ

る
が
よ
く
候
。
そ
の
子し

細さ
い

は
、
よ
こ
め
あ
れ

ば
人ひ

と
ご
と毎

に
法
度
を
恐
れ
戒い

ま
しむ

る
心
あ
り
て
、
治ち

ど
う道

の
た
す
け
と
な
り
ぬ
べ
し
。

然
れ
ど
も
、
よ
こ
め
の
い
ふ
事
を
聞き

ゝ
い入

れ
て
む
ざ
と
せ
は
し
な
く
有
ら
ば
無
き

に
劣お

と

る
べ
し
。
よ
こ
め
は
下し

た

々〴
〵

の
心
を
戒い

ま
しむ

る
道だ

う
ぐ具

な
り
と
得
心
し
て
、
む
ざ

と
よ
こ
め
の
い
ふ
事
を
承し

よ
う
い
ん引

す
べ
か
ら
ず
。
惣そ

う

じ
て
君
た
る
人
は
、
大だ

い
あ
く
ぎ
や
く

悪
逆
の

外
は
、
何
事
を
聞き

か
ぬ
ふ
り
知
ら
ぬ
ふ
り
に
て
大お

ほ
や
う様

な
る
を
本も

と

と
す
。
利り

こ
ん根

だ

て
に
て
は
い
〳
〵
し
き
は
、
國
を
失
ふ
基も

と
ゐと

知
る
べ
し
。

と
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
）
は
記
し
て
お
り
、
横
目
は
大
名
家
だ
け
で

な
く
、
庶
民
に
対
し
て
も
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
『
翁
問
答
』
か
ら
も

見
て
と
れ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、『
平
家
評
判
』「
禿
童
」
譚
の
養
生
術
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
人
々
の
〈
内
な
る
こ
こ
ろ
〉
の
管
理
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
『
平
家
評
判
』
引
用
部
分
②
以
降
の
君
子
を
将
軍
に
、
下
を
大
名
も
し
く
は
臣
下

に
置
き
換
え
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
聖
徳
太
子
憲
法
第
十
は
大
名
が
抱
く
〈
七

情
〉（
喜
怒
憂
思
悲
恐
驚
）
へ
の
教
誡
と
解
す
る
な
ら
ば
、
波
線
部
③
「
是
非ひ

の
理

こ
と
は
り

は
た
れ
か
は
よ
く
是
を
分わ

か

ち
定さ

だ
めん

と
云
り
」
の
部
分
は
、
是
非
の
理
と
は
法
度
を
定

め
た
将
軍
の
み
が
行
使
で
き
る
と
い
う
逆
説
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
こ
れ
は
誰
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
。
傍
線
部
④
「
故
に
末
代
に
至
て
、

天
下
國
家
を
持

た
も
ち

給
は
ん
人
」
則
ち
、
大
名
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
接
続
す
る
⑤
「
若
世
に
事
を
巧

た
く
む

者
有
時
に
は
」
は
大
名
に
向
け
て
の
警
告

で
あ
る
。
横
目
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
偽
り
の
情
報
に
よ
っ
て
敵
国
の
君
主
の
疑
心
を

刺
激
し
、
内
部
崩
壊
に
導
く
方
法
は
、『
孫
子
』「
計
篇
」
の
な
か
の
「
兵
は
詭
道
也
」

に
相
当
す
る
。

　

林
羅
山
が
著
し
た
『
孫
子
諺
解
』
は
日
本
に
お
け
る
『
孫
子
』
注
釈
書
と
し
て
最

も
古
い
も
の
で
あ
る（

（1
（

)

。
羅
山
の
詭
道
に
つ
い
て
の
注
釈
は
、

　
　

�

兵
ハ
詭
道
也
ト
ハ
敵
ヲ
タ
ハ
カ
ラ
サ
レ
ハ
勝
カ
タ
シ
。
兵
ニ
タ
ヽ
シ
キ
道
あ
り
、

イ
ツ
ハ
リ
ノ
道
ア
リ
。
敵
ニ
兼
テ
案
内
ヲ
イ
ヒ
テ
ム
カ
フ
サ
マ
ニ
マ
ツ
ス
ク
ニ

ウ
チ
カ
ツ
ハ
正
シ
キ
道
ナ
リ
。
其
分
ニ
テ
カ
チ
カ
タ　
　

キ
ユ
ヘ
ニ
計
ヲ
ナ
ス
。

 「
始（

（1
（

計
第
一
」

と
し
て
お
り
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
非
常
手
段
と
し
て
の
偽
り
の
道
を
正
当
化
し
て

い
る
。

　

傍
線
部
⑤
「
若
世
に
事
を
巧

た
く
む

者
有
時
に
は
」
の
話
し
に
戻
る
と
、
大
名
に
少
し
で
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も
謀
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
喩
え
正
し
く
な
い
道
で
あ
っ
て
も
軍
事
力
を
用
い

る
ま
で
も
な
く
、
偽
り
の
情
報
に
よ
っ
て
壊
滅
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
極
め
て
強
権

的
な
警
告
な
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
『
三
略
諺
解（

（1
（

』（
寛
永
三
〈
一
六
二
六
成
〉）
の
「
聖
主
ノ
用
レ
兵
非
レ
樂
レ

之
也
」
の
項
に
、

　
　

�

聖
主
ノ
兵
ヲ
用
ル
コ
ト
ハ
、
コ
レ
ヲ
コ
ノ
ミ
タ
ノ
シ
ム
ニ
ア
ラ
ス
。
無
道
暴
逆

ノ
モ
ノ
ヲ
誅
シ
、
乱
ヲ
ウ
ツ
テ
オ
サ
メ
ン
ト
ス
ル
カ
タ
メ
ナ
リ
。
義
兵
ヲ
以
テ

不
義
ヲ
誅
ス
。
江
河
ノ
大
水
ヲ
流
シ
カ
ケ
テ
、
ワ
ツ
カ
ナ
ル
火
ヲ
ケ
ス
カ
如
ク

不
測
ノ
谷
ニ
ノ
ソ
ミ
テ
、
オ
チ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
オ
シ
オ
ト
ス
カ
如
シ
。
深
シ

テ
ソ
コ
モ
シ
レ
ヌ
ヲ
不
測
ト
云
也
。
タ
ヽ
カ
ヒ
テ
カ
ツ
コ
ト
必
定
ナ
ル
ノ
タ
ト

ヘ
ナ
リ
。
シ
カ
レ
ト
モ
優
游
恬
澹
シ
テ
ス
ヽ
マ
サ
ル
コ
ト
ハ
、
人
ヲ
ヤ
フ
ラ
ン

コ
ト
ヲ
、
オ
モ
ン
ス
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
カ
ル
〳
〵
シ
ク
フ
タ
メ
カ
ス
。
心
モ
氣
モ
、

シ
ツ
カ
ニ
キ
ヨ
ク
正
ク
ス
ル
ヲ
大
将
ノ
根
本
ト
ス
ル
故
也
。　
　
　
　
（
下
略
）

と
記
し
、
大
義
名
分
の
も
と
、
早
い
段
階
で
乱
の
芽
を
摘
む
こ
と
の
大
事
、
そ
し
て

大
将
の
根
本
と
す
る
こ
と
は
清
廉
潔
白
で
あ
れ
、
と
い
う
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。

　
「
禿
童
」
譚
の
養
生
術
に
は
じ
ま
る
清
盛
の
〈
疑
心
欲
心
〉
に
対
す
る
過
剰
な
ま

で
の
描
写
は
、
い
つ
し
か
評
判
作
者
の
同
時
代
の
「
横
目
」
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
し

ま
う
、
そ
の
手
法
は
「
横
目
」
の
正
当
性
と
「
疑
」
の
文
字
の
頻
出
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
評
判
作
者
と
同
時
代
の
危
機
感
覚
に
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
「
禿
童
」
譚
冒
頭
に
表
れ
る
養
生
術
を
⑤
以
降
の
大
名
へ
の
警
告
文
の
後
ろ
に
位

置
を
組
み
直
せ
ば
、
そ
の
養
生
術
の
意
味
が
み
え
て
く
る
。
則
ち
、

　
　

�

寿い
の
ちお

し
く
は
、
第た

い

一
に
我わ

が

心
を
平

た
い
ら
かに

し
て
七
情し

や
うを

し
づ
か
に
し
、
其
気
を
養

や
し
な
ひ

給
ひ
、
第
二
に
は
食

し
よ
く

事
を
つ
ゝ
し
み
給
は
ゝ
、
い
か
な
る
不じ死
の
薬く

す
りよ

り
其
益え

き

有
べ
し
。
素
問
曰
、
恬て

ん
た
ん
き
よ
ぶ
し
ん
き

澹
虚
無
真
氣
是
に
從し

た
がひ

精せ
い
し
ん神

内
に
守ま

も

ら
ば
、（

三
六
・
ウ
）

と
示
す
よ
う
に
、
長
生
き
を
し
た
け
れ
ば
、
恬
澹
虚
無
（
無
欲
）
で
あ
る
こ
と
を
勧

め
て
い
る
の
で
あ
る
。『
三
略
諺
解
』
の
「
聖
主
ノ
用
レ
兵
非
レ
樂
レ
之
也
」
の
記
述

を
幕
府
の
大
義
名
分
と
捉
え
た
と
き
、
傍
線
部
⑤
以
降
は
〈
詭
道
〉
で
は
な
く
、「
正

シ
キ
道
」
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
禿
童
」
の
〈
評
〉
は
、
清
盛
を
モ
デ
ル
と
し
た
非
道
を
題
材
と
し
て
、
改
易
、

牢
人
、
飢
饉
な
ど
評
判
作
者
と
同
時
代
の
危
機
意
識
と
響
き
合
う
も
の
が
あ
る
。

み
せ
か
け
の
泰
平
と
は
裏
腹
の
歪
み
の
中
に
潜
む
人
々
の
〈
疑
心
欲
心
〉
へ
の
警
鐘
・

教
訓
と
〈
こ
こ
ろ
〉
を
管
理
す
る
養
生
術
を
異
物
と
し
て
評
判
作
者
は
表
出
さ
せ
た

と
考
え
る
。
清
盛
の
非
道
は
単
な
る
題
材
で
あ
り
、『
平
家
物
語
』
と
し
て
機
能
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　

２
、「
許
文
」
―
徳
子
の
懐
妊
―

　

治
承
二
（
一
一
七
八
）
年
正
月
七
日
、「
彗せ

い
せ
い星

東と
う
ば
う方

に
い
づ
。
蚩し

尤い
う
き気

と
も
申
す
。

又
赤せ

き

気き

と
も
申
す
。
十
八
日
光
を
ま
す
」
と
不
吉
の
予
兆
を
『
平
家
物
語
』
は
記
す
。

そ
し
て
『
平
家
評
判
』
は
中
宮
徳
子
の
懐
妊
に
伴
い
、
変
成
男
子
の
法
を
行
う
こ
と

へ
の
批
判
を
す
る
。
そ
の
〈
評
〉
は
『
素
問
』
を
基
本
と
し
た
男
（
図
２
の
１
）
女

（
図
２
の
２
）
の
肉
体
の
成
長
過
程
を
ほ
ぼ
全
文
を
載
せ
て
い
る
。

　
　

�

評
曰
、
そ
れ
人
の
懐く

わ
い
に
ん妊

を
な
す
事
、
天
理
を
省そ

む
ひて

な
す
事
あ
た
ふ
べ
か
ら
す
。

先
女
子
は
七
歳さ

い

に
し
て
、
腎じ

ん
き氣

さ
か
ん
に
な
り
、
歯は

か
は
り
、
髪
の
び
、
十
四

歳さ
い

に
し
て
天
の
陰い

ん
せ
い精

に
水
氣
を
受う

け

、
任

に
ん
み
や
く脉

通つ
う

じ
て
、
太
衝し

や
うの

脈
み
や
く

盛さ
か
んに

な
り
、
月
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水
始
て
下
る
。
故
に
是
よ
り
始
て
子
を
胎

は
ら
む

事
有
。
二
十
一
に
し
て
、
腎し

ん

氣ひ
と
し
く等

平た
い
ら
かに

な
る
。
故

か
る
か
ゆ
へ
に

歯し

げ牙
生
じ
て
な
が
し
。
二
十
八
歳さ

い

に
し
て
筋き

ん
こ
つ骨

か
た
く
、

髪
な
が
く
の
び
極

き
は
ま
つて

、
身
體
盛さ

か
んに

な
る
。
三
十
五
歳さ

い

に
し
て
陽
明
の
脉
衰お

と
ろ
へ、

面
は
じ
め
て
か
れ
、
髪か

み

も
ぬ
け
そ
む
る
。
四
十
二
歳
に
し
て
。
三
陽
の
脉
上
に

て
お
と
ろ
へ
、
面
み
な
か
れ
て
、
顔
の
色
う
る
ほ
ひ
少す

く
なし

。
髪
初
て
白
く
な
る
。

四
十
九
歳
に
し
て
、
任

に
ん
み
や
く脉

大
き
に
お
と
ろ
へ
太
衝し

や
うの

脈
み
や
く

少す
く
なく

、
天
の
陰
精せ

い

盡つ
き

て

地
の
精
通
ぜ
ず
。
故
に
形
か
れ
て
是
よ
り
し
て
子
な
し
。
男
子
は
八
歳さ

い

に
し
て
、

腎じ
ん

氣
實
し
髪か

み

の
び
歯は

か
は
る
。
十
六
歳
に
し
て
腎じ

ん

氣
盛さ

か
んに

な
り
、
天
の
陰せ

い精
を

う
け
、
精
氣
あ
ふ
れ
、
陰
陽
和
合
す
。
故
に
よ
く
子
を
生
ず
。
二
十
四
歳
に
し

て
腎じ

ん

氣
等

ひ
と
し
く

平た
い
ら
かに

筋す
ぢ

か
た
ま
り
て
力

ち
か
ら

強つ
よ
し。

故
に
牙は

生
じ
て
長
し
。
三
十
二
歳

に
し
て
筋き

ん
こ
つ骨

盛さ
か
んに

成
、
肌き

に
く肉

満み
ち
〳
〵々

て
。
う
る
ほ
ひ
有
。
四
十
歳
に
し
て
腎じ

ん

氣

衰お
と
ろ
へ

髪か
み

ぬ
け
歯は

か
れ
そ
む
る
。
四
十
八
歳さ

い

に
し
て
陽
氣
上
に
お
と
ろ
へ
面お

も
てか

れ

か
み
ひ
げ
半

な
か
は

白し
ろ
く

五
十
六
歳
に
し
て
肝
氣
お
と
ろ
へ
、
筋す

ぢ

自じ
ゆ
う由

に
は
た
ら
か
ず
、

天
の
陰
精せ

い

盡つ
き

て
精せ

い

弱よ
は
し。

腎じ
ん

氣
お
と
ろ
へ
、
形

か
た
ち

皆
極き

は
まる

。
六
十
四
歳
に
し
て
歯は

お

ち
髪か

み

ぬ
け
て
老ら

う

す
。
腎じ

ん

は
水
を
司

つ
か
さ
ど
り、

五
臓ざ

う

六
腑ふ

の
精
を
う
け
て
是
を
蔵か

く

す
。

故
に
五
臓
盛さ

か
んに

し
て
能
寫し

や

し
通つ

う

ず
べ
し
。
六
十
四
歳
に
し
て
は
五
臓
皆
皆
お
と

ろ
へ
筋き

ん
こ
つ骨

よ
は
く
、
天
の
陰
精せ

い
つ
き盡

て
、
か
み
ひ
げ
白
く
な
り
、
身
體た

い

重
く
し
て

行
歩ぶ

心
の
ま
ゝ
な
ら
ず
。
故
に
男
子
は
こ
の
と
し
よ
り
子
な
し
。
是
即

す
な
は
ち

天
地

の
道
理り

也
。
此
理
を
も
つ
て
み
る
時
は
、
人
間
の
懐
妊
皆
氣
血け

つ
と
ゝ
の
ほ

調
り
、
陰
陽

天
地
和
合
し
て
、
五
臓ざ

う

平た
い
ら
かな

る
時
は
、
自
然
と
子
を
胞は

ら
むべ

し
。
然
る
に
其
故

な
く
し
て
是
を
神
仏
に
祈い

の
ると

い
ふ
と
も
、
い
か
ん
ぞ
天
地
の
道
理
を
省そ

む
ひて

子
を

生
ず
べ
け
ん
や
。
然
に
こ
の
貴
僧
達た

ち

胎た
い

内
の
子
の
女
子
を
男
子
に
祈

い
の
る

出
す
と
云

事
、
更さ

ら

に
心
得
が
た
し
。
…
（
略
）
…        　
　

   　
　
（
六
・
ウ
～
八
・
ウ
）

　

以
上
は
「
人
が
年
を
と
っ
て
か
ら
子
ど
も
が
で
き
な
い
の
は
、
生
殖
力
が
尽
き
た

の
か
、
あ
る
い
は
自
然
の
き
ま
り
で
そ
う
な
る
の
か
」
と
い
う
黄
帝
の
問
い
に
た
い

し
て
岐
伯
が
答
え
る
「
生
氣
通
天
論
篇
」
で
あ
る
。

　
『
素
問
』を
基
本
と
し
た
医
学
書『
啓
迪
集
』で
は
女
子
の
成
長
過
程
の
記
述
は「
婦

人
門
」
に
該
当
す
る
。『
平
家
評
判
』
は
な
ぜ
、全
文
を
の
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

変
成
男
子
の
法
を
行
う
こ
と
の
無
意
味
を
説
明
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
一
部
分
を
引

用
す
れ
ば
済
む
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
長
文
の
記
事
の
直
後
の
文
は
、

　
　

�

仏ぶ
つ
せ
つ説

に
変へ

ん
じ
や
う
な
ん
し

成
男
子
と
云
事
あ
れ
ど
も
、
是
は
、
胎
内
の
子
を
祈い

の
りて

女
子
を
男
子

に
な
す
に
は
あ
ら
ず
。
譬

た
と
へ
は

愚ぐ
ど
ん鈍

の
女
人
な
れ
ど
も
、
仏
心
を
悟

さ
と
り

得う

る
時
は
、

忽た
ち
ま
ちに

男
子
の
智
に
も
勝ま

さ
るが

故
に
変へ

ん

じ
て
男
子
と
な
す
と
云
事
也
。
八
歳
の
龍り

う

女
が
成
仏
を
遂と

げ

た
り
と
云
も
、
即

す
な
は
ちこ

の
心
也
。
仏
の
所し

よ

説
は
、
無
量り

や
うの

方
便
多

し
。
故
に
か
り
に
此
名
を
顕あ

ら
は

し
て
、
何い

づ
れ

の
道
に
も
仏
行
を
執

と
り
を
こ
な
は

行
せ
、
末
世

濁ぢ
よ
く
ら
ん

乱
の
時
に
も
、此
法
を
退た

い
て
ん轉

な
ら
し
め
ん
が
為
也
。       （
八
・
ウ
～
九
・
オ
）

　

と
記
し
て
お
り
、
胎
内
に
い
る
子
に
変
成
男
子
の
法
を
祈
る
こ
と
は
な
い
、
八
歳

の
女
子
が
変
成
男
子
を
と
げ
た
の
は
生
ま
れ
た
後
に
仏
心
を
悟
っ
た
か
ら
で
あ
る
、

仏
説
は
量
り
知
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
便
が
あ
る
、
末
世
に
到
っ
て
其
の
時
々
の
都

合
に
あ
わ
せ
て
方
便
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
変
成
男
子
の

法
を
行
っ
た
貴
僧
へ
の
批
判
に
終
始
し
て
い
る
。
そ
の
末
文
は
「
故
に
如
来
の
真し

ん

法

内
證せ

う

を
悟
て
、
無む

げ償
の
重て

う

寶ほ
う

を
も
と
め
給
へ
」
で
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
男
女
の

肉
体
の
成
長
過
程
と
は
何
ら
接
続
し
て
い
な
い
異
物
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

た
だ
、
そ
の
異
物
を
ど
う
機
能
さ
せ
る
か
と
い
う
と
、「
或
人
問
曰
」
で
始
ま
る

問
答
形
式
の
因
果
応
報
譚
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
　

�

生
れ
て
よ
り
以こ

の
か
た来

終つ
い

に
魚ぎ

よ
て
い鳥

を
食し

よ
くせ

ざ
ら
ん
も
の
あ
ら
ん
に
、
不
慮り

よ

に
是
を
食
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そ
め
て
よ
り
こ
の
か
た
、
又
其
味あ

じ
は
ひを

好
こ
の
み

思
ふ
が
ご
と
し
。
…
（
略
）
…
一
切

の
因
果
は
唯
人
の
心
に
つ
き
し
た
が
ひ
、
五
體
に
そ
み
つ
き
て
、
彼
梅
実
の
縁

を
待
が
ご
と
し
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
・
オ
～
ウ
）

　
　
（�

生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
方
、
正
し
く
生
き
て
き
た
が
、
た
ま
た
ま
利
欲
の
う
ま

味
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
利
欲
の
う
の
う
ま
み
が
忘

れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
だ
。
一
切
の
因
果
は
た
だ
人
の
心

の
ま
ま
に
従
っ
て
五
體
に
染
み
つ
い
て
し
ま
う
、
あ
の
梅
の
花
が
結
実
す
る

よ
う
に
悪
事
が
く
っ
き
り
と
表
に
現
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。）

　
　

�

そ
れ
因ゐ

ん

果
の
攻せ

め

来
る
事
其
道
一
に
あ
ら
ず
。
㚑れ

い

は
必
弱よ

は

め
を
便た

よ
りと

す
。
こ
の
中

宮
の
御
悩な

う
い
か
で
か争

入
道
の
苦

く
る
し
みと

な
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
。
こ
れ
よ
り
弥

い
よ
い
よに

う
だ
う
の

苦く
る
し
みに

落お
ち

沈し
づ
むべ

き
事
あ
る
べ
し
。

　
　
（�

因
果
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
本
人
に
く
る
と
は
限
ら

な
い
。
㚑れ

い

は
必
ず
本
人
の
弱
点
と
す
る
と
こ
ろ
に
襲
っ
て
く
る
。
こ
の
中
宮

の
病
は
親
の
清
盛
に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
に
苦
し
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

清
盛
の
苦
し
み
は
底
知
れ
ぬ
ほ
ど
の
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。）

　
「
許
文
」
冒
頭
の
「
生
氣
通
天
論
篇
」
を
人
間
の
一
生
の
リ
ズ
ム
と
考
え
た
時
、

悪
事
を
働
か
ず
、
正
直
に
生
き
れ
ば
無
事
に
人
生
を
全
う
で
き
る
と
い
う
養
生
術
に

つ
な
が
る
。
右
に
示
し
た
梅
の
実
の
因
果
、
親
の
因
果
が
子
に
た
た
る
と
い
う
清
盛

と
徳
子
の
因
果
応
報
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
乱
し
た
例
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
悪
事
を
働
か
ず
、
正
直
に
生
き
れ
ば
平
穏
に
一
生
を
全
う
で
き
た
と
い
う
教
誡

を
導
引
す
る
た
め
の
「
生
氣
通
天
論
篇
」
で
あ
り
、
人
間
の
一
生
の
リ
ズ
ム
を
全
文

で
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
異
物
を
冒
頭
に
配
置
し
た
意
味
が
そ
こ
に
見
い

だ
せ
る
。

　
　
　

３
、「
飇
」

　
『
平
家
物
語
』は
治
承
二
年
五
月（『
玉
葉
』は
治
承
四〈
一
一
八
〇
〉年
四
月
）、「
彼

の
地
獄
の
業
風
な
り
と
も
、
こ
れ
に
は
過
ぎ
じ
と
ぞ
み
え
し
」
と
い
う
ほ
ど
の
飇
が

吹
き
、
天
下
争
乱
の
予
兆
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
記
述
は
わ
ず
か
八
行
の
み
で
あ
る
。

　

他
方
、『
平
家
評
判
』「
飇
」
の
章
段
冒
頭
は
、
神
祇
官
の
「
天
下
の
大
事
、
仏
法

王
法
共
に
か
た
ふ
き
、
并な

ら
びに

兵
乱
相
つ
づ
き
候
べ
し
」
と
い
う
御
占
に
反
応
を
示
し
、

そ
の
「
評
」
は
『
素
問
』「
金
匱
真
言
論
篇
第
四
」
を
展
開
さ
せ
る
。

　
　

�

評
曰
、
人
道
正た

ゞ

し
か
ら
ざ
る
時
は
、
寒
暑し

よ

時
な
ら
ず
、
風
雨
万
物
を
害か

い

す
と
云

り
。
実げ

に

や
こ
の
時
世
の
政

ま
つ
り
ご
とを

見み
る

に
、
上
下
悉

こ
と
ご
と
く

礼
法
を
み
だ
り
、
と
こ
や
み

の
世
と
も
謂
つ
べ
き
時
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
災

わ
ざ
は
ひ

出
来
ぬ
る
事
、
理

こ
と
は
りな

き
に
し
も

あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
古

い
に
し
へ

聖
人
の
御
代
に
は
、
五
日
一
雨
、
十
日
一
風
と
て
十
日

に
一
度
風
お
こ
り
万
物
を
す
ゞ
し
め
働う

ご
かし

、
五
日
に
一
度
雨
降ふ

り  

萬
物
を
湔す

ゝ
きう

る
を
し
て
、
生
長
せ
し
む
。
是
皆
其
政
の
正た

ゞ

し
く
し
て
、
人
道
の
節
た
が
は
ざ

る
故
に
天
地
の
節
、
自

を
の
づ
か
ら

正た
ゞ

し
。
そ
れ
風
の
人
を
な
や
ま
す
事
は
、
八
方
の
風

悉こ
と
ご
と
く

其
利
害
あ
ら
ず
と
云
事
な
し
。
然
ど
も
人
に
是
を
う
く
る
所
は
、
た
ゞ

五
風
を
も
つ
て
其
法
と
す
。
五
風
は
四
時
の
風
也
。
東
方
の
風
は
春
に
生

し
や
う
ず。

故

に
其
病
肝
の
臓
に
有
。
南
方
の
風
は
夏
に
生

し
や
う
ず。

故
に
其
病
心
の
臓
に
有
。
西さ

い

方

の
風
は
秋
に
生
。
故
に
其
病
肺は

い
の

臓
に
有
。
北
方
の
風
は
冬
に
生
。
故
に
其
病

腎じ
ん
の

臓
に
あ
り
。
中
央
は
土
な
れ
ば
、
其
病
必
脾ひ

の

臓ざ
う

に
有
。
然
ど
も
人
七
情
み

だ
ら
ず
し
て
行

を
こ
な
ふ

道
正た

ゞ

し
き
時
は
気
血
順じ

ゆ
ん
る流

す
る
が
故
に
、
世
に
風
起お

こ
ると

い
ふ
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と
も
、
是
を
煩
事
な
し
五
臓
自

を
の
づ
か
ら

虚
弱じ

や
くに

し
て
、
氣
血
不
順
な
る
が
故
に
、

外
邪
其
た
よ
り
を
得
て
必 

風
煩
を
な
す
べ
し
。
…
（
略
）
…
故
に
天
下
の
風

雨
時
な
ら
ず
し
て
、
世
上
の
わ
ず
ら
ひ
と
成
事 

是
亦ま

た

人
主
た
る
べ
き
人
の

政ま
つ
り
こ
とよ

こ
し
ま
な
る
が
故
也
。
…
（
略
）
…
故
に
聖
人
の
御
代
に
も
天
下
に
大

風
大
雨
旱か

ん
ば
つ魃

の
有
け
る
事
有
。
然
ど
も
是
は
正ま

さ

て
、
天
地
の
氣
運
の
盈え

い
き虚

の
時

也
。
…
（
略
）
…
こ
の
故
に
人
々
其
道
を
つ
ゝ
し
み
給
へ
。
憍

お
ご
り

極き
ハ
ま
ると

き
は
必

く
る
し
み
来
る
べ
し
。
安や

す
きに

の
み
居
る
時
ハ
必
危

あ
や
う
き

事
生
ず
べ
し
。
故
に
楽
、

有
楽
ハ
浮
雲
の
ご
と
し
。

（
二
八
七
・
ウ
～
二
九
丁
・
オ
）

　
『
平
家
評
判
』
は
『
素
問
』「
金
匱
真
言
論
篇
第
四
」（
図
３
）
を
取
り
混
ぜ
な
が

ら
自
然
界
の
変
異
が
、
人
の
心
に
も
作
用
し
、
そ
の
結
果
、〈
飇
〉
が
起
こ
り
天
下

争
乱
を
招
い
た
と
評
し
て
い
る
。
わ
ず
か
十
行
に
も
満
た
な
い
『
平
家
物
語
』
本
文

の
章
段
に
こ
れ
ほ
ど
の
医
学
情
報
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

漢
字
ひ
ら
が
な
が
読
め
さ
え
す
れ
ば
、
日
常
あ
る
い
は
四
季
の
循
環
作
用
の
知
識

と
し
て
『
素
問
』
を
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
文
は
「
心
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
〈
礼
〉
へ
と
接
続

す
る
構
成
を
と
る
の
で
あ
る
。

か
な
り
の
長
文
に
な
る
の
で
所
々
抜
粋
し
な
が
ら
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

①�

孝か
う
き
や
う経

曰
、
上
に
居ゐ

て  

お
こ
ら
ず
ん
ば
高た

か

け
れ
ど
も
危あ

や
うか

ら
ず
。
満み

つ

れ
ど
も

あ
ふ
れ
ざ
る
は
、
長
く
富と

み

を
た
も
つ
所
也
と
云
り
。　
　
　
　
（
二
九
・
オ
）

　
　

②�

然
に
其
時
の
世
を
勘か

ん
がへ

み
る
に
、
高
き
人
、
弥

い
よ
い
よ

高
く
し
て
お
り
、
満
ざ
る

も
の
も
皆
分
に
過す

ぎ

て
驕お

ご
りを

長
ず
る
時
な
れ
ば
、
是
終つ

い

に
は
み
だ
れ
ざ
る
べ
け

ん
や
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
二
九
・
オ
～
二
九
・
ウ
）

　
　

③�

し
か
れ
ば
是
を
制せ

い

せ
ん
が
為
に
恩
を
厚あ

つ
くし

、
位
を
高
く
し
、
武
家
を
つ
か
は

さ
る
。
こ
の
故
に
武
家
弥

い
よ
い
よ

威い

光
を
高
く
し
て
富
、
又
其
功こ

う

を
賞し

や
うぜ

ら
れ
て

は
、或
は
大
臣
関く

は
ん

白
等と

う

の
官
位
に
経へ

上あ
が

る
世
と
な
れ
り
。　　
　
（
三
十
・
オ
）

　
　

④�

然
ば
世
の
主
た
る
君
は
、
礼
道
を
知
給
は
ず
し
て
叶か

な
いが

た
し
。
上
に
居ゐ

て
傲

お
ご
ら

ざ
る
も
是
礼
に
あ
ら
ず
や
。
礼
は
天
理
の
節せ

つ

文
と
云
て
、
天
下
夏な

つ

な
る
時
は

人
も
夏
の
ご
と
く
に
其
身
を
も
つ
べ
し
。
天
下
冬
な
る
時
は
人
も
冬
の
ご
と

く
に
そ
の
身
を
も
つ
べ
し
。
ま
し
て
夜
は
よ
る
の
ご
と
く
、
晝ひ

る

は
ひ
る
の
ご

と
く
す
べ
し
。
し
か
る
に
末
世
の
人
、
夜
は
終

よ
も
す
が
ら夜

居ゐ
て

酒し
ゆ

食し
よ
く

遊
覧ら

ん

を
事
と
し
、

ひ
る
は
日
中
過
れ
ど
も
臥ふ

し

て
起お

き

ず
。 

…
（
略
）
…
（
三
十
・
ウ
～
三
一
・
オ
）

 　
　

⑤�

さ
れ
ば
其
家
に
て
を
の
れ
一
人
心
よ
き
を
行
じ
て
、
あ
ま
た
の
も
の
ゝ
苦く

る
しみ

を
長
ず
。
故
に
古
人
曰
、
驕お

こ
る

も
の
久
し
か
ら
ず
。
勇た

け
き

も
の
先
亡
と
云
り
。 

…
（
略
）
…         （
三
一
・
ウ
）

　

ま
だ
ま
だ
〈
評
〉
は
続
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
た
種
々
の
〈
礼
〉
は

①
慎
み
と
節
度
の
礼
②
君
臣
の
礼
③
礼
賞
④
服
装
の
礼
と
養
生
に
関
わ
る
日
常
生
活

の
乱
れ
⑤
礼
楽
を
基
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
良
将
は
其
往わ

う

を
も
つ
て
来
を
知し

り

、か
く
れ
た
る
を
以
あ
ら
は
す
る
を
知し

る

」（
三
二
・

ウ
）
と
評
判
作
者
は
述
べ
て
い
る
。
典
拠
は
『
礼
記（

（1
（

』
で
あ
る
。

　
　

�

大
上
貴
レ
德
、
其
次
務
二
施
報
一
、
禮
尚
二
往
來
一
。
往
而
不
レ
來
、
非
レ
禮
也
。
來

而
不
レ
往
、
亦
非
レ
禮
也
。
人
有
レ
禮
則
安
、
無
レ
禮
則
危
。　
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［�
大た

い
し
や
う上

は
德と

く

を
貴た

つ
とび

、
其そ

の
次つ

ぎ

は
施し

は
う報

を
務つ

と

む
。
禮れ

い

は
往わ

う
ら
い來

を
尚た

つ
とぶ

。
往ゆ

き
て

來き
た

ら
ざ
る
は
、
禮れ

い

に
非あ

ら

ざ
る
な
り
。
來き

た

り
て
往ゆ

か
ざ
る
も
、
亦ま

た

禮れ
い

に
非あ

ら

ざ
る

な
り
。
人ひ

と

禮れ
い

有あ

れ
ば
則す

な
はち

安や
す

く
、
禮れ

い

無な

け
れ
ば
則す

な
はち

危あ
や
ふし

。］

　
　

�（
最
上
の
交
際
方
法
は
互
い
に
徳
を
も
っ
て
交
わ
り
、
礼
も
挨
拶
も
必
要
と
し

な
い
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
か
ら
施
す
と
他
方
か
ら
報
い
る
と
い
う
方
法

は
、
次
善
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
礼
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
礼
に
は
往
と
来
（
施

と
報
）
が
必
要
で
あ
る
。
こ
ち
ら
か
ら
往
っ
た
の
に
、
あ
ち
ら
か
ら
来
な
い
と

か
、
あ
ち
ら
か
ら
来
た
の
に
、
こ
ち
ら
か
ら
往
か
な
い
と
か
で
は
、
礼
に
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。）

「
良
将
」
は
評
判
作
者
の
同
時
代
に
比
す
れ
ば
大
名
で
あ
る
。

〈
礼
〉は
相
手
が
あ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は「
金
匱
真
言
論
篇
第
四
」

傍
線
部
の
五
風
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
共
通
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
五
風
則
ち

季
節
風
に
よ
っ
て
人
体
の
臓
器
が
影
響
を
受
け
る
、
傷や

ぶ

れ
た
臓
器
は
や
が
て
七
情
に

変
化
を
来
す
。
そ
の
変
化
を
季
節
ご
と
に
、
人
は
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
和
ら
げ

る
か
、
そ
し
て
乗
り
切
り
、
穏
や
か
に
長
生
き
を
す
る
か
、
と
い
う
の
が
養
生
術
で

あ
る
。   

　

他
方
、〈
礼
〉
は
人
と
人
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
こ
に
〈
こ
こ
ろ
〉
が
生
じ
る
。

相
手
を
敬
い
、
七
情
を
平
か
に
保
ち
、
自
ら
の
分
を
弁
え
、
民
の
心
を
和
ら
げ
る
こ

と
、
礼
を
守
れ
ば
人
生
を
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、〈
礼
〉
と

異
物
に
見
え
た
「
金
匱
真
言
論
篇
第
四
」
の
養
生
術
は
セ
ッ
ト
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
健
康
な
心
身
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
〈
礼
〉
に
よ
っ
て
天
下
を
統
治
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

巻
一
「
禿
童
」、
巻
三
「
許
文
」「
飇
」
に
お
け
る
養
生
術
と
医
学
記
事
に
焦
点
を

あ
て
た
。
三
者
に
通
じ
る
こ
と
は
冒
頭
部
分
に
『
素
問
』
を
配
置
す
る
手
法
で
あ
る
。

そ
の
後
に
『
平
家
物
語
』
の
本
文
に
沿
っ
た
形
で
〈
評
〉
を
展
開
さ
せ
る
。
そ
し
て

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、評
判
作
者
の
同
時
代
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
。い
わ
ば
、『
平

家
物
語
』
の
隙
間
に
侵
入
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

元
和
期
を
経
て
寛
永
期
に
幕
藩
体
制
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
評
判
作
者
の
時
代
は
一

応
は
泰
平
の
世
で
あ
る
。
武
器
を
も
っ
て
戦
う
時
代
は
既
に
過
ぎ
去
っ
た
。
か
わ
り

に
大
名
が
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
権
力
の
獲
得
と
家
の
存
続
で
あ
る
。

　

将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
換
わ
る
権
力
者
に
如
何
に
接
近
し
、
取
り
立
て
て
も
ら

う
か
、
大
名
家
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

そ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
欲
心
が
芽
生
え
る
。
権
力
者
の
間
近
に
伺
候
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
評
判
作
者
は
、
そ
う
し
た
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
い
た
と
推
測

す
る
。

　
「
禿
童
」
は
評
判
作
者
と
同
時
代
の
君
臣
の
〈
礼
〉
に
対
す
る
危
機
意
識
の
も
と

で
構
想
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
「
許
文
」
の
因
果
応
報
譚
も
家
の
存
続
と
い
う
点
で
「
禿
童
」
に
響
き
合
う
も
の

が
あ
る
。
君
臣
の
〈
礼
〉
が
破
ら
れ
た
と
き
に
お
こ
る
家
の
断
絶
と
因
果
応
報
は
不

健
康
な
人
の
心
と
結
び
つ
く
。

　

そ
し
て
「
飈
」
は
、
国
を
統
治
す
る
者
の
根
本
〈
礼
〉
を
章
段
後
半
部
分
に
全
面

に
押
し
出
す
構
成
を
と
っ
た
。

　
「
禿
童
」、「
許
文
」「
飇
」
の
底
流
に
あ
る
も
の
は
君
臣
の
〈
礼
〉
で
あ
り
、
異
物

に
み
え
た
『
素
問
』
の
記
述
は
、〈
礼
〉
を
支
え
る
人
の
心
と
身
体
の
調
和
を
目
指

す
養
生
術
と
し
て
二
つ
揃
っ
て
初
め
て
機
能
し
た
と
い
え
る
。
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図
1
『
黄
帝
内
経
素
問
註
証
発
微
』「
上
古
天
眞
論
第
一
」

（
古
活
字
版
。
梅
寿
刊
行
医
書
。
梅
寿
は
慶
長
後
半
か
ら
寛
永
年
間
ま
で
明
刊
本
の

医
書
の
翻
印
を
行
い
、
約
三
十
種
を
出
版
し
て
い
る
。
本
書
は
「
素
問
」
の
注
釈
書

で
、
明
の
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
宝
命
堂
刊
本
を
底
本
と
し
て
翻
印
し
た
も
の

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
解
題
よ
り
）。

図
2
の
1
「
上
古
天
眞
論
第
一
」
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図
2
の
2
「
上
古
天
眞
論
第
一
」

図
3
「
金
匱
眞
言
論
第
四
」
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注（
１
）『
漢
方
医
学
書
集
成
６　

曲
直
瀬
玄
朔
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
九
・
七
）、
二
一
～
二
三
頁
。

（
２
）『
徳
川
実
紀
』（
経
済
雑
誌
社
、
一
九
〇
四
～
一
九
〇
七
）、
国
立
国　
　

会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
弟
一
編
巻
廿
四
、
コ
マ
番
号
三
一
四
。

（
３
）『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
鈔
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
）
に
よ
れ
ば
『
平

家
物
語
』
流
布
本
の
本
文
を
引
く
（
注
：
松
尾
葦
江
氏
）
と
い
う
記
述
か
ら
、
野
村
宗

朔
校
註
『
昭
和
校
訂　

平
家
物
語
（
完
）』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
四
八
・
十
）
を
参
考
と

し
た
。
八
頁
。

（
４
）『
東
洋
医
学
の
原
典 

黄
帝
内
経
素
問
訳
注
』（
医
道
の
日
本
社
、
二
〇
〇
九
・
二
）。

（
５
）『
玉
葉 

第
一
』（
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
三
・
九
）、
四
〇
頁
。

（
６
）『
医
心
方 

弟
七
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
写
本
）
コ
マ
番
号
35
を
参
照
。

（
７
）
坂
出
祥
伸
『
道
教
と
養
生
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
・
二
）、
八
頁
。

（
８
）『
日
本
思
想
大
系 

藤
原
惺
窩 

林
羅
山
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
・
九
）
所
収
『
本
佐
録
』

解
説
に
著
者
は
初
期
幕
政
の
実
体
に
相
当
通
じ
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

（
９
）
杣
田
善
雄
『
日
本
近
世
の
歴
史
２　

将
軍
権
力
の
確
立
』）
吉
川
弘　

文
館
、

二
〇
一
二
・
一
）。

（
10
）
南
条
範
夫
『
大
名
廃
絶
録
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
四
）。

（
11
『
中
江
藤
樹
文
集
』（
有
朋
堂
書
店
、
一
九
二
六
）
所
収
『
翁
問
答
』
巻
之
二
、六
三
頁
。

（
12
）『
新
釈
漢
文
大
系　

孫
子 

呉
子
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
・
一
一
）、
解
説
二
〇
頁
。

（
13
）『
孫
子
諺
解
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
）。
コ
マ
番
号
７
～
９
。

（
14
）『
三
略
諺
解
』（
内
閣
文
庫
蔵
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
。　

コ
マ
番
号
68
）

（
15
）『
新
釈
漢
文
大
系 

礼
記 

上
』(

明
治
書
院
、
一
九
七
一
・
四
）
十
五
～
十
六
頁
。
引
用
。

（
16
）
山
本
博
文
『
江
戸
時
代
の
国
家
・
法
・
社
会
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
・
八
）
四
四
～

六
〇
頁
。

（
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
三
年
）

H
eike M

onogatari H
yoban H

idensho: T
he Curing W

ay

A
BE M

ichiyo 

［A
bstract

］In 1615, the Sum
m
er Cam

paign in O
saka w

as ended and 
T
okugaw

a Ieyasu achieved subjugation of the entire land. A
t the 

sam
e tim

e, the "K
inchu narabi ni kuge sho hatto" (Regulations for the 

Im
perial Court and Court N

obility) w
ere prom

ulgated w
hile the 

"Genna rei" (Regulations of the Genna Era, also know
n as the "Buke 

sho hatto" or Regulations for the W
arrior H

ouses) w
ere issued for the 

feudal lords, w
ho w

ere of the w
arrior class. D

uring the rule of the 
third Shogun, Iem

itsu, the Regulations for the W
arrior H

ouses grew
 

to 19 articles, and these subsequently underw
ent revisions by various 

of the Shogun at different tim
es.

W
hat, then, did governm

ent rulers take on as their next aim
 in order 

to stabilize a regim
e that w

as under the control of these various law
s? 

T
he answ

er w
as a balance of m

ind and body. T
hat is, it w

as natural 
for them

 to think that they w
ould not be able to govern the nation 

unless they w
ere healthy in both m

ind and body alike.
A
 large part of the content of the H

eike M
onogatari H

yoban 

H
idensho [Secret T

eachings on Criticism
 and Judgm

ent of the T
ale of 

the H
eike; hereafter H

eike H
yoban], published in 1650, w

as taken up 
by portions of the K

otei daikei som
on [Plain Q

uestions on the Inner 
Classic of H

uangdi; in Chinese, H
uang di nei jing su w

en] and, though 
its title is not nam

ed, the K
eiteki-shu [T

extbook of Internal M
edicine], 
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published in 1649. T
he conceptual approach in these w

orks is that 
w
hen natural law

 is disrupted for som
e reason, the bodily organs are 

influenced, and by extension the functions of heart and m
ind are 

affected. T
hese phenom

ena are linked to the "seven em
otions" 

(shichijo), w
hich are identified w

ith policies and m
easures for 

m
aintaining the state, and further w

ith m
ilitary tactics, and w

hich are 
referred to in connection w

ith them
.

T
he question is w

hy passages on healing techniques and m
edicine 

w
ere inserted into a w

ork that takes the H
eike M

onogatari [T
ale of 

the H
eike], a classic of w

arrior narrative, as the source of its subject 
m
atter. T

hese portions of text on healing techniques and m
edicine 

appear here and there in the "criticism
" on the H

eike M
onogatari as 

foreign m
atter that is unrelated to that tale. T

hat foreign m
atter 

em
erges in the m

idst of the H
eike H

yoban as "criticism
" that cannot 

be explained by that critical w
ork itself. T

his article attem
pts to 

explicate that inexplicable foreign m
atter. It should be noted, how

ever, 
that this foreign m

atter is not to be found in the "criticism
" throughout 

the entire book. T
he exam

ination w
ill take up the foreign m

atter that 
appears in the "K

am
uro" (Boy Spies) episode in V

olum
e 1 and the 

"Y
urushibum

i" (Letters of Forgiveness) and "T
sum

ujikaze" (W
hirlw

ind) 
episodes in V

olum
e 3.

［K
eyw
ords

］


